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【目的】不妊治療 の ゴ ー
ル は健児の 出産で あり，補助生 殖 医療 （ART ）は そ の ス タ

ー
ト段 階 の 配 偶 子 や接 合 子 を 観察で きる こ

とで よ り多 くの 情報 を え る こ とが で き る．しか しながら，移植 した胚の 状態を周 産期の 情 報に フ ィ
ードバ ッ ク して い る 報告 は

少 な い ．そ こ で ART の 際の 胚の 状態 に よる 周産期予後を後方視的に 検討 した．【方法】20eg 年 4 月〜2010年 1月 に 当 院 で の

ART 治療で 妊 娠 し，さ ら に 当院 で 分 娩 に 至 っ た 85症 例 を対象 と し，胚移植時の 胚の 状態 （分割速度と形態評価）と周産期予
後を検討 した，形態良好胚 で 妊娠 に至 っ た の は 70 名（良好胚群），形 態良好 胚 は 14名 （不 良群 ）で あ っ た．形態良好胚 と は，
72時 聞 で 7細 胞 かつ Veek の 分類で grade2 以 L，120 時間 で Gardner分 類 の 3AA 以上 ，と定義 した，【成績】分 娩時 の 母体
の 平均年齢 は 36．6歳で あり，61 名は 初産婦 で あっ た，妊娠 に 至 る ART の 治療方法 は 24 名が 新鮮 胚 移 植 （IVF ：14，　 ICSI ：

10）で ，61名 （IVF ：35．　ICSI ：26）が凍結 ・融 解胚移植 で あっ た．良好群の 出生児体重 （平均値 ± SE）は 3028．7 ± 52Jg ，不
良群 は 3136．6± 109．2g で あ り，両群 問 に差 を認め なか っ た．分娩週数 は 良好 群 で 予 定 日よ り一5．3 日で あ り，不良群 は 予 定 日
よ り一4，5 日で あ っ た．分娩時の 臍帯動脈Ji］L　pH （平均値）は 良好 群 で 7．28，不良 群 で 7．28と差 を認め ず，分娩時出血量 は良好
群 で 568．4g，不良群で 392．9g と差を認め なか っ た，【結論】形 態 不良胚 を移 植 して 妊娠 に 至 っ て も流 産 にい た る ケース が 良 好

胚 よ り多い と考えられ て い る が，本検討 よ り妊 娠継続 した 場合 に その 扱い は，形態良好胚 を移 植 して 妊 娠 に至 っ た 症 例 と同等
と考えられ た．こ の 情報は 移植胚 を選択する 際に 意味の あ る情報 とな る と考 え られ た．

P1−37−10　1VF．　ET で の 黄体補充に 経 凵 dydrogesteroneは有効 か
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【目的IGnRIIア ゴ ニ ス トを用 い た体外受精
一
胚移植 （IVF −ET ）周期で は．黄体補助 が 重要 で あ り．本 邦 で の 標準的な方法 と

して プ ロ ゲ ス テ ロ ン腟坐 剤が 投与 さ れ て い る．当院 で も 2007 年 1  月 か ら本 剤 を黄 体 補 助 目的 に 使用 を 開始 した．し か し，プ

ロ ゲス テ ロ ン腟坐剤 の使用 中に は，外陰部 の 炎症等を引 き起 こ し，掻痒感を 訴える症例も少なくない ．そ こ で ，経 口剤 で あ る

dydrogesteroneを用 い た 黄体 補 助 が プ ロ ゲ ス テ ロ ン 腟坐 剤 と同様に 有効で ある か 否か につ い て 検討 した．【方 法】当 当院 で ロ

ン グ法 で過排卵刺激 し．IVF −ET を施行 した 患者を対象とした．採卵当口 よ りプ ロ ゲ ス テ ロ ン 投与を 14 日間行い ．腟坐 剤使

用 （400mg ／日 〉群 （n ＝193） と，経 口 dydrogesterone使 用 （10mg ，”日）群 （n ＝73） との 2 群 問で 妊娠 率，流 派 率等 に つ い

て比較 した．【成績】良好胚 を移 植 した場 合 の 妊娠 率 は腟坐 剤群 で 18％，経 冂 群で 27％ で あり，経 口 群 に お い て 妊娠率が 高 い

傾 向 が あ っ た が 有意 差 は 認め なか っ た．流 産率 は 腟坐 剤群で 4．7％ ．経 口 群で IA％ で あ り，経 冂群 にお い て 流 産 率が 低い 傾向

があ っ たが有意差は認め なか っ た．また，化学流産率 は腟坐剤群 で 4．7％ （9〆193），経 冂群 で 15．1％ （11／73）と有意 に経口 群
で 高か っ た （p＜ 0．Ol）．【結 論】IVF−ET で の 黄 体 補 助 と して ，経口 dydrogesterone も今後の 投与量 や 投与回 数の 工 夫 に よ っ

て は，使用 で き る 可能性 が示唆 され た．

Pl−37−11　 GnRH 　antagonist 周 期の 卵成熟誘起 に GnRH 　agonist は有 効か ？
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【日的 】GnRH 　antagonist 周期 で の 調節卵巣刺激で は，　 GnRH 　ag 〔，nist に よ る 内因性 の LH 分泌誘導に よ り卵成熟 が期待 で きる

と報告され てい るが，最近 の メ タ解析 で は，臨床妊娠率 や継 続妊 娠率は HCG で の 誘起 に 比 べ 有意に 低下す る こ とが指摘 さ れ

て い る．そ こ で GnRH 　antagonist 周期 にお ける卵成熟誘起方法 と して GnRH 　agonist が 有用 か 否か を後方視的 に検討 し た．
【方法】症 例 は 2010年 1−7 月に 当院で GnRH 　untagonist を使 っ た調節卵巣刺激 に よ り体外受精胚 移 植 を行っ た 431例．　N 経周

期 2−4 日目よ り性腺刺激ホ ル モ ン 正50〜3001U／日を 連 日投 与，主席卵胞 14mm 以 Eか ら GnRH 　antagonist 　O．25mg ／日を併用，
卵胞径 18mm 以 上 で ナ フ ァ レ リール 200μg 点鼻（G 群 ）また は IICGIOOOO 単位筋注 （H 群）を使用，35−36時 間後 に採卵 と し，
以 下 を検討 した．尚，統計学的解析 は Student

’
s　t−testに て行 い ，　 P 値 く0．05を統計学的有意 と した．【成 績】新鮮胚移植 で は，

年齢，FSH 値（CD2 −4），卵巣刺激 日数 総 ゴ ナ ド トロ ピ ン 投与量，成熟卵 回収率，受精 率，胚盤 胞到達 率 に 有意な差 は 認め

ず，卵 回収率．着床率，臨床妊 娠率に お い て H 群 で 有意 に高 く，OHSS の 発症 は H 群で 高い 傾向が あ っ た．凍結融解 胚 移植

で は，形態良好胚に 限定すれ ば，2 群問で，卵 回収率，着床率，臨床妊娠率 にお い て 有 意 な差 は認 め なか っ た．【結 謝 GnRH
antagonist 周期の 調節卵巣刺激で は，新鮮胚移植周期 にお い て H 群 は G 群 に比 し，黄体機 能 を含め た着床環境 が優 れ て い る

と推測され る．こ れ らよ り，GnRH 　antag 。 nist 周 期 で は卵成 熟誘起 は原 則的 に HCG で 行 い ，　 OHSS 発症 の リ ス ク が 高い 症例

で は GnRHagonistで 卵成 熟誘起 後 に採卵 し．一一旦凍結保存 した後，凍結融解胚移植を行うの が 望ま しい ．
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